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意味辞書WordNetの不整合抽出 
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意味辞書である日本語 WordNet は，自然言語処理に有用である．しかしながら，日本語WordNet中には 5%ほどのミ
スが存在している(公式発表)．本稿では，日本語 WordNet のミスを分類し，それらを機械的に抽出する方法について

論ずる． 
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Conceptual dictionary Japanese WordNet is a useful tool in natural language processing. However, it is officially announced that 

the Japanese WordNet contains 5% errors. In this paper, we classify errors in the Japanese WordNet and discuss automatic 

detection methods of the errors.  

 

 

1. はじめに   

 日本語 WordNet[1,2]は Prinston WordNet[3] を基に作ら

れた意味辞書である．日本語 WordNet は，自然言語処理研

究において有用なツールでありさまざまな研究で利用され

ている．一般利用者を対象とした Web 上の類義語辞書サー

ビスとして[4]も日本語 WordNet は提供されている． 

しかしながら，現在の日本語WordNet (Wn-Ja 1.1版)には 5%

程度の不整合が含まれていることが公式にアナウンス[2]

されており，研究および一般の利用において問題となる可

能性がある．  

本論文では，日本語 WordNet 上の不整合を分析し，機械

的に抽出する手法についての研究状況を述べる．不整合を

機械的に抽出することができれば，その修正が容易になり，

より信頼性の高い意味辞書作成が可能になる． 

本論文において，不整合とは，「単語と概念のつながりがな

いのに, つながりが存在すると登辞書上に登録されている

もの」と定義する． 

不整合の抽出のために，文書集合（青空文庫の文学小説

部）を用い，対象となる語の用例の前後の語（3-gram）の

発生頻度を測定する．その分布を，対象となる語の同義語

の用例に対する分布と比較することによって，対象の語が

不整合であるかどうかを検出する．対象とする語の品詞と

しては動詞を選択した． 

予備実験として，日本語 WordNet の不整合を人手で検出
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し，不整合の例を蓄積するとともに，不整合の原因を分類

した． 

 関連する研究としては次のようなものがある．多国語間

で概念と同義語のつながりを機械的に検出し，WordNet を

拡張しようとする試みに Universal Wordnet[5]および 

BabelNet[6] がある． 

秋良ら[7]は，日本語の同義語を自動的に抽出するために，

単語を構成する漢字を利用する手法を提案している．鈴木

ら[8]は，格助詞で繫がれた単語集合の出現頻度から，ドメ

イン固有の同義語を抽出する手法を提案している． 

WordNet とコーパスを用いて，用例中の単語の意味を確

定する試みには例えば[9]がある． 

以下，2 節では日本語 WordNet の構造，3 節で不整合の

抽出のための予備調査に関して述べる．4 節では不整合抽

出実験の構成とその結果，5 節では追加分析，6 節は今後の

方針について述べる． 

2. 日本語WordNetおよび関連事項 

 日本語 WordNet は，独立行政法人情報通信研究機構

（NICT）により作成された日本語の意味辞書である．大規

模かつ誰でも使用可能な日本語意味辞書の作成を目指し，

2006 年から開発が行われている．基本的な構造は Princeton 

WordNet に準拠している．しかし，日本語と英語では語彙

体系が異なるため，日本語 WordNet ではオリジナルの

WordNet の概念に加え，日本語独自の概念を追加している

[1,2]． 

日本語WordNet (Wn-Ja 1.1版)に収録された Synset数，語数，

および語義数は次のようになっている． 

・57,238 概念 (Synset 数) 

・93,834 words 語 
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・158,058 語義 (Synset と語のペア) 

 

日本語 WordNet では，概念と概念の間に上位下位の関係

が存在し，階層構造をなす形になっている．また，概念

（Synset）はそれぞれ一意の Synset-id が与えられている．

Synset には，概念の簡単な定義(概要：gloss) およびその概

念を表す同義語集合が付随している．複数の意味を持つ語

は，複数の Synset に付随している（図 1）． 

 

図 1 日本語 WordNet の Synset と語 

Figure 1 Synsets and words in Japanese WordNet. 

3. 予備調査 

語と概念の間に存在する不整合が，どのような傾向を持

つかを調べるため，手作業で語と概念のつながりを調査し

た．  

今回は，日本語能力試験[10]に過去出題された動詞のう

ち，無作為に抽出した 900 語を含む Synset を調査した． 

まず，900 語について 1 名の代表検査者がスクリーニン

グを行い，不整合候補と思われる Synset を抽出した．続い

て，4 名の検査者が抽出された不整合候補の Synset につい

て再判定し，全員が不整合と判定したものを最終的に不整

合とした． 

3.1 結果と傾向 

 約 9%の 82 語(Synset)において不整合が抽出された．不整

合の原因の傾向としては，元の WordNet を和訳する際に，

単語を直訳してしまったせいで，関連性の無い概念にもつ

ながりが存在していると判断してしまったものが多いと思

われる（翻訳時の誤り）．また，一部ではあるが，不整合の

原因がまったく推測できないものも存在した． 

3.2 不整合の分類 

 翻訳時の誤りを検出するためには，原文と翻訳文を人間

が比較する必要があり，機械的抽出の判断基準とするには

不適切である．そのため，不整合が存在する概念を中心と

して，その傾向を場合わけした．その結果，大きく分けて

4 種類のパターンが検出された． 

タイプ 1 は，概念と日本語の単語（和語）のつながりの

うち，整合と不整合の両方が混在しているものである（一

部型）．おそらく，語の和訳においてミスをしたためにおき

た形態であろう． 

タイプ２は，概念と和語のつながりが，すべて不整合で

あるというパターンである（全滅型）．これは，概念の説明

文である gloss（概要）の和訳を失敗したことによって起こ

ったものと考えられる． 

タイプ 3 は，概念と語のつながりが一通りしかなく，か

つそのつながりが不整合であるというパターンである（単

独型）．このタイプの発生原因は特定できない． 

最後にタイプ 4 は，日本語として見た場合 WordNet の概

念と語のつながりにおいて元から不整合が存在していると

疑われるパターンである（根源型）． 

82 例の不整合のうち，タイプ 1 の一部型が 26 例 タイ

プ 2 の全滅型が 18 例，タイプ 3 の単独型が 28 例，タイプ

4 が 9 例であった． 

Synset 02253154-v

J:解除するまたは決済する

収める

納める 引き合う
引合う

払う

注ぐ

支払う

E:discharge or settle
pay

不整合

図 2.1 タイプ 1 一部型の例 

Figure 2.1 Type-1 Partly-wrong 

Synset 00261533-v  

J:物質のあるプラグ

満たす 注ぐ

詰める

埋める

E:plug with a substance

fill

不整合

不整合 不整合

不整合

図 2.2 タイプ 2 全滅型の例 

Figure 2.2 Type-2 All-wrong 
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Synset 00116203-v

J:動詞に変換する

話す

E:convert into a verb

verbalise

verbalize

不整合

 

図 2.3 タイプ 3 単独型の例 

Figure 2.3 Type-3 One-to-one-wrong 

Synset 00706693-v

J:（体の）前に置く

引合せる 入れる 取り込む

引き合わせる

取込む

提出

e: put before (a body)

introduce

不整合

不整合

不整合

不整合
不整合

不整合

不整合

 

図 2.4 タイプ 4 根源型の例 

Figure 2.4 Type-4 Fundamentally-wrong 

 

以上の 4 つのパターンの発生原因を確定することは困難

であるが，機械的にパターンを検出し，不整合を抽出する

ことは可能である． 

 以下の実験では 4パターンのうち，「パターン 1 一部型」

と呼称している不整合のパターンに注目し，このパターン

の検出を機械的に行おうとしている．その他のパターンに

ついては，WordNet の階層構造や gloss の情報を利用する

ことで類似した手法が適用可能である． 

4. 不整合抽出の試み 

予備実験で確認した不整合のうち，タイプ 1 (一部型) 26 例

について機械的に判定することを試みた．青空文庫[11]を

形態素解析したコーパス「青空文庫 形態素解析データ集」

(64,247,761 語 4.5Gb)[12] の新字新仮名全データを使用し

た． 

対象となる語が使われている文例において，語の前後 2 語

(3-gram)の形態素の分布を比較する．また分布を比較する

にあたり，平仮名一文字の形態素を助詞と判断し取り除い

ている．対象の分布の近似度を測る尺度として，ナイーブ

ベイズによる判定を試みた[13]． 

4.1 実験手順 

1) ある Synset S に繋がっている同義語の集合 Ws 

={w1 ,…,wn} (n >=2)  から対象となる 1 つの語 

wi を取り除く． 

2) Ws-{wi} のそれぞれの語を独立した n-1 個のカ

テゴリとする． 

3) wk ∈ Ws-{wi} それぞれについてコーパス中の

すべての用例 3-gramに出現する語の分布をカテ

ゴリのベクトルとしてナイーブベイズ分類機を

構成する． 

4) wi について同様にベクトルを定義し，n-1 個の

どれかのカテゴリに属する確率を計算する． 

wi が他の語 wkと同義であるならば，そのカテゴリに属

する確率が高く，そうでなければ，属する確率が低くなる．

同じ概念につながる単語は同じような文脈で使用されると

考えられる.  

同義語を 3-gram のベクトルで表現し, 各単語を代表の

カテゴリごとに分類すると, 各単語について, カテゴリの

スコアは同じような値になると推定した.  

他の単語と異なる推定値となる単語があれば , 具体的

にコーパスで使われる状況が異なり, 人間にとっては同義

語としては認識されないと考えた.  

これにより, その概念に含まれる同義語が整合してい

るか否かを判定することとした.  

 

4.2 結果 

26 例の一部型不整合において，不整合である語に対して

上記実験を行ったところ，すべて，他のある一つの同義語

のカテゴリに高い確率で分類されるという結果になった． 

また，予備調査で不整合が無いと判定された Synset 7 例

について，総当り的に同義語を指定して上記の実験を行っ

たところ，やはり，ある一つの同義語のカテゴリに選択的

に分類される，という結果になった． 

5. 追加分析 

 実験が不調に終わった原因について，(a) 対象となる語

の用例 3-gram を使ったベクトル化そのもの (b) ナイー

ブベイズによる分類器の性能，どちらに問題があるかを調

べるために次のような追加実験を行った． 

5.1 追加分析の手順 

1) Synset S に繋がっている同義語の集合  

Ws ={w1 ,…,wn} (n >=2)  に属するそれぞれの語

について，用例の 3-gram 中に出現する語の頻度

を計算する． 

2) 対象とする語をwi とした場合， wi以外のWs の

要素 wkにそれぞれについて，3-gram に出現する

上位 10語まで頻度順に並べ，ヒストグラムを描く． 
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3)  wi の 3-gram 中の頻度を，wk の頻度グラフに重

ね合わせて描く． 

一部型に分類した，Synset 00047317-v 同義語＝{試

す，為る，見る，試みる，try, try on } (為るが不整合)， 

gloss =「サイズが合ってよく見えるかどうか衣類を着

てみる」について，結果を図 3.1,3.2に示す．なお，「試み

る」についてはコーパス中の全用例が 100例未満であるた

め結果から省略している．「為る」の用例の 3-gram 中に，

「こと」が高頻度で出現するのに対し，「見る」「試す」に

ついて「こと」の出現頻度には大きな差があるように見え

る． 

比較のため，不整合が無いと思われる  Synset 

01224744-v={動かす , 操作 , 操縦 , 操る , コントロール，

operate, control} gloss =「手で触って機能させる」について，

２つの結果を図 4.1，4.2 に示す．図 3.1 および 3.2 のよう

な見かけ上の差を，ナイーブベイズ分類器は上手く検出で

きていない．以上から，4 節における実験がうまくいかな

かった一つの原因は，ナイーブベイズ分類器の性能にある

と推測できる． 

 

図 3.1 「為る」と「見る」の 3-gram出現頻度比較 

Figure 3.1 Comparison of frequency of words which appear in 

3-gram of 為る and 見る 

 

 

図 3.2 「為る」と「試す」の 3-gram出現頻度比較 

Figure 3.2 Comparison of frequency of words which appear in 

3-gram of 為る and 試す 

 

 

図 4.1 「操作」と「動かす」の 3-gram出現頻度比較 

Figure 4.1 Comparison of frequency of words which appear in 

3-gram of 操作 and 動かす 

 

 

図 4.2 「操る」と「動かす」の 3-gram出現頻度比較 

Figure 4.2 Comparison of frequency of words which appear in 

3-gram of 操る and 動かす 

 

6. まとめと今後の方針 

本論文の 4 節で行った実験では，日本語 WordNet の不整

合を機械的に抽出することはできなかった．5 節の追加分

析で示したように，抽出失敗の一因は，使用したナイーブ

ベイズ分類器が，本研究の目的に合致していなかったこと

にある． 

5 節で示した例，および我々が行ったその他の分析例に

おいて，不整合がある場合，用例 3-gram中の語の出現頻度

に偏りがある可能性は無視できないものと思われる． 

今後の方針として２つをあげる．一つは，分類器の高性

能化である．ナイーブベイズ以外に，ノイズに強いとされ

る SVM[14]を用いた検出器を使うことが考えられる．また，

同義語によって用例数が異なるため，それを正規化するこ

とも考えに入れる． 
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もう一つの方針は，他の資源の活用である．EDR[15]等

の他の意味辞書と比較することによって，不整合の検出を

効率化できる．しかしながら、この方法を取った場合、参

考となる意味辞書が整備されていない言語には応用できな

い。どのような資源を利用すべきか研究を進めたい。 
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